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関西大学商学部の細見正樹准教授らのグループは、学生のアントレプレナーシップ（起業家精神）向上に 

結びつく要因とそのプロセスを明らかにしました。本研究では、リスク志向性（リスクを積極的に取る度合い）、

起業関連の探索行動、終身雇用志向およびリーダー経験が、起業の意図向上に関連することを実証しました。

探索やリーダーの経験を促すことが、学生のアントレプレナーシップ向上につながることを示しています。 
 
 
 

 

■ 研究背景 

起業活動が盛んになると、社会が活性化して日本全体の競争力向上につながるため、アントレプレナーシップ

（起業家精神）を育成させることが求められています。特に、日本において、起業家を望ましい選択としている   

人の割合や、起業しようという意図については、諸外国と比べてかなり低い状況です。 (GEM(Global 
Entrepreneurship Monitor) の調査)。これは、新卒一括採用や大企業志向により、起業をキャリアとして選択し

ないことも影響しています。このため、若年者の起業する意図がどのように高まるかについて、研究することが

必要となります。 

本研究では直接起業に役立つ学習ではなく、探索行動に注目しました。これは、偶然の出会いが学習や    

キャリアに結び付くというクロンボルツの偶発的学習理論をもとにしています。また、リスク志向性（リスクを

どの程度好むかという度合い）や、終身雇用志向といった日本的な要素もアントレプレナーシップ向上に関連  

すると予想しました。 

 

 

 

  

・大学生の起業家精神（アントレプレナーシップ）に関連する要因とそのプロセスを実証研究 
・探索的な行動、リーダー経験、リスクを好む度合い、終身雇用志向が起業の意図向上に関連 
・企業関連の探索行動やリーダーの経験を促すことが、アントレプレナーシップ向上につながる 

 
本件の 

ポイント 
 

■ 企業家精神向上のカギは探索行動とリーダー経験 ■ 

学生のアントレプレナーシップを高める要因を実証 
～ リスク志向性､探索行動、終身雇用志向およびリーダー経験が影響 ～ 

図 1 本研究の結果 
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■ 研究成果 

大学生に質問紙調査を実施し、分析の結果、図 1 の結果が実証されました。 
○リスクを積極的にとる学生は、終身雇用志向が低くなり、起業する意図が高くなる。 
○リスクを積極的にとる学生は、起業に関連する探索行動に取り組み、起業する意図が高まる。 
○リーダーの経験が多いと、リスクを積極的に取る人は起業関連の探索行動に、より取り組む。 
○リーダーの経験が多いと、起業に関連する探索行動によって起業する意図が、より高まる。 
 
■ 実社会への応用（今後への期待） 

○起業教育において、直接的に起業に役立つ講義科目だけでなく、起業に関連する課外活動を行うことも、   

起業する意図の向上に役立つ。 

○学内外においてリーダーの経験を積むことが、起業する意図の向上に結びつく。 
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